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H24_4

				空間線量率平常値範囲逸脱の時間およびその原因

				地区（地点数） チク		降雨 コウウ						降雨以外 コウウ イガイ						原子力発電所の影響 ゲンシリョク ハツデンショ エイキョウ

				 敦賀　　（22） ツルガ		4		～		26				0				0

				 白木　　（ 7) シラキ		4		～		22				0				0

				 美浜　　（13） ミハマ		8		～		25				0				0

				 大飯　　（17） オオイ		6		～		26				0				0

				 高浜　　（15） タカハマ		9		～		27				0				0

				 広域　　（23） コウイキ		2		～		30				0				0










Sheet1

				2022年度第4四半期（2023年1月～3月）の調査内容 ネンド ダイ シハンキ ネン ガツ ガツ チョウサ ナイヨウ

				線量率連続測定 センリョウリツ レンゾク ソクテイ						97.0		環境試料 カンキョウ シリョウ		核種分析 カクシュ ブンセキ		海産食品 カイサン ショクヒン		3.0

				積算線量 セキサン センリョウ						27.0						指標海産生物 シヒョウ カイサン セイブツ		9.0

				浮遊じん放射能濃度の連続測定 フユウ ホウシャノウ ノウド レンゾク ソクテイ						11.0						海水 カイスイ		10.0

				環境試料 カンキョウ シリョウ		核種分析 カクシュ ブンセキ		大気中ヨウ素-131 タイキチュウ ソ		42.0						海底土 カイテイド		16.0

								浮遊じん フユウ		45.0				トリチウム
分析 ブンセキ		大気中水分 タイキチュウ スイブン		42.0

								陸水 リクスイ		7.0						陸水 リクスイ		7.0

								農畜産物（原乳） ゲンニュウ		1.0						雨水（3ヶ月混合試料） ウスイ ゲツ コンゴウ シリョウ		11.0

								指標植物（松葉） シヒョウ ショクブツ マツバ		2.0						海水 カイスイ		18.0

								陸土 リクド		1.0		環境試料合計 カンキョウ シリョウ ゴウケイ						247.0

								降下物 コウカブツ		33.0
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H26_4

				浮遊じん平常値範囲逸脱の時間およびその原因



				地区（地点数） チク		自然変動 シゼン ヘンドウ						その他 タ						原子力発電所の影響 ゲンシリョク ハツデンショ エイキョウ

				 敦賀　（ 2） ツルガ		0		～		1				0				0

				 白木　（ 2） シラキ		0		～		2				0				0

				 美浜　（ 2） ミハマ		0		～		1				0				0

				 大飯　（ 2） オオイ		0		～		2				0				0

				 高浜　（ 3） タカハマ		0		～		1				0				0










4 HUTHRBHEBEI TR

(|EE: A p.5~6, REFHERIIFTI—3—4p.39~49)

ORZE B EHREN
Al REQBIEIRBORES LUEHE

RRHPIVFR-131, BEELA. K. EEEY(REL . BERM(BER)
HESUVEDIR G E T

SRR () Bt BT, ?a#i‘.’hﬁf‘i% k. EEL

QREEN RIS
ARG ERTE: Cs-137. Cs—134.1-131, Co—60. Co—58. Mn-54, Na—22%
KA S E1%FE Be-7. K-40, 95> %5, M) LRF
ol s

AHPOBMSREEZAEL. TEOXEBREZEBLIZES X, FRFARBFOMSEREE
PR R, it R ORBIKRFZHEZEL. RENRFAREMVoDEZEDFRERET D,
Fl. ATRESEIE (Cs—137F) MRESN B EIZIL. TDERREHTE T D,

R B RSt (0 S S Co a7 BB S fe . Bt TR ST
BY. ChETORMEREHATHI-KEREBIEEDHOLNAM -,

AT SN R S h - H
X HE

- sy | PE | 8% | 2R | KB | BR | BE | Tygihs
W [KRPIVFR-131 42 ¥ 0 0 0 0 0 —
%5 ia[BBCA 45 sH| 0 0 0 0 0 —
R < | [k e 0 0 0 0 —
SR T RGED e 0 ]
L eEas sl | o | o 0 0 l
o= | IR () 288 0 0 A I R —
mE ||t e / / / / / Cs-137
ﬂ“ﬁ B 33 BE| 0 0 0 0 0 0 _
wim | |EEEELy oms o0 | 0o | o | o | o | ~ 1
LB Ei’ﬂ‘m TEIE i i 0 i o | cs-137
& | |mEL EE 0 1 0 2 Co137

I SRS HRERRS
3



H24_4

						人工放射性核種が検出された試料数 ジンコウホウシャセイカクシュケンシュツシリョウスウ

				　　　　　　　　　　　地区
試料 チクシリョウ						調査
試料数 チョウサシリョウスウ		敦賀 ツルガ		白木 シラキ		美浜 ミハマ		大飯 オオイ		高浜 タカハマ		広域 コウイキ		検出された
人工放射性核種 ケンシュツジンコウホウシャセイカクシュ

				被ばく線量の
推定、評価 ヒセンリョウスイテイヒョウカ		陸上 リクジョウ		大気中ヨウ素-131 タイキチュウソ		42.0		0		0		0		0		0				―

								浮遊じん フユウ		45.0		0		0		0		0		0				―

								陸水 リクスイ		7.0				0		0		0		0				―

								農畜産物（原乳）		1.0						0								―

						海洋 カイヨウ		海産食品 カイサンショクヒン		3.0		／		／		0		0		0				―

				蓄積状況把握、
早期検出、影響評価 チクセキジョウキョウハアクソウキケンシュツエイキョウヒョウカ		陸上 リクジョウ		指標植物（松葉）		2.0		0		0		／		／		／		／		―

								陸土		1.0		1		／		／		／		／		／		Cs-137

								降下物		33.0		0		0		0		0		0		0		―

						海洋 カイヨウ		指標海産生物		9.0		0		0		0		0		0		／		―

								海水		10.0		3		1		1		0		1		／		Cs-137

								海底土		16.0		1		0		1		0		2				Cs-137

						注：／は今期調査対象外 チュウコンキチョウサタイショウガイ
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